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　親水性ポリマーの膨潤に関する研究（第９報）

　－　Sephadexの膨潤（4 )一

香川大教育○小川育子　山野秀樹　鈴鹿医療科技大保健衛生宮川金二郎

　目的　親水性ポリマーと水の相互作用について，ポリアクリル酸ナトリウムや架橋デキ

ストランであるSephadexを用いて一連の研究を行ってきた。この中で，Sephadexゲルの

膨潤体積，ゲルと周囲の水をあわせた系のtotal体積の変化が，ともに水中の溶存気体に

よって大きな影響を受けていることを報告した。溶存気体量が少ない水では膨潤体積，系

のtotal体積変化量が大きく，溶存気体の種類よりも，溶存気体の有無が膨潤に大きく影

響していることが推定された。本研究では，試料の水分率が及ぼす影響について考察する

ことを目的とし，調湿したSephadex試料を用いて，ゲルの膨潤体積および系のtotal 体

積の変化を測定した。

　方法　架橋デキストランSephadex G-50 (from Pharmacia) (Gと略す）とこれにイオン解

離基を導入したイオン性Sephadex ４種（CM;carboxymethyl. SP;sulphopropyl. DEAE;

diethylaminoethyl, QAE;ciiethyl- (2-hydroxypropyl）aminoethyl)を使用した。試料の調

湿は，各種の飽和塩溶液のデシケーター中で保存して行った。ゲルの膨潤体積はVTRを用

いた画像解析法により，系のtotal体積の変化は固／液dilatoaetryにより, 25"Cで測

定した。水中の溶存気体量は，溶存酸素計HORIBA D0-8F により溶存酸素濃度を測定して

得た。

　結果　水分率を変化させて，溶存気体を含まない水で膨潤させたときの，系のtotal体

積変化量は，試料Ｇについて，水分率Ｏ％で-135.9±8.9μ1/g, 5.8%で-62. 3±3. 7μ1/g，

19.5％で-28. 2±4. 4μ1/g, 23.6％で-12. S±3.3μ1/g, 166.6％で+ 54. 9μ1/g,というよう

に水分率の上昇とともに。大きな負の値から正の値へと変化した。
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2Pa－1 蝦夷錦の織物構造

第１報　坦毎道開拓記念館所蔵資料5点について
　　　　　○昭和女大短大　菊地美知子　　昭和女大生活科学　小原奈津子

　目的　我国の各地に保存・保管されているアイヌ民族服飾資料を、保存科学的並びに服
飾文化史的見地から。総合的に研究を行うことを最終目的として､､継続的に調査研究を実

施している。本研究では、そのｰ-部として蝦夷錦について、織物構造トの特徴を明らかに
する。因みに、蝦夷錦は、江戸時代の文化を彩った絹織物の一一･種であり、清朝の影響下に

ある黒龍江下流域の少数民族とアイヌとの山丹交易による品、あるいは清朝へのアイヌの

朝貢に対する下賜品であり、歴史的意義を持つ織物である。
　方法　資料は、北海道荊拓記念館所蔵の蝦夷錦のうちの５点である。織物構造上の形態
観察は、CUP-H3型カラービデオプリンター（ソニー製）を接続したVH- 6110型バイパーマ

イクロスコープ（キーエンス製）を用いて測定した。また、採取可能な試料についてのみ
JSHT-300型走査型電子顕微鏡（JEOL製）を用い、SEHから測定した。

　結果　資料の表地は、文様部分を数種の色糸を使って織り表した絹織物である。文様部

分に用いられている色糸の素材は全て絹糸で、糸の見掛けの直径は、0.29～0.93 mmで文
様の図柄に合わせて糸の太さが工夫されている。また、金属糸は箔の幅0.46～0. 94 mm
の撚金（丸撚、蛇腹撚）、平金が意匠的に用いられている。地組織は平織、変化平織（綴

れ、横畝）、朱子織、からみm絹)である。織糸密度は、平織の縦21.7～36.0本／cm横

15.3～50.0本／cm、綴れ織の縦21.0本／an横36.0本／an、横畝織の縦40.7本／cm横27.3
本／cm、朱子織の縦89.0～120.0本／cm横40.0～49. 0本／cm、絹織の縦24.0へ36.0本／cm

横?.7～16.3本／cmで、それぞれの組織による特徴が表れている。
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